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相

柴

第
三

笠

置

山

の

史

蹟

及

名

勝

〔同
版
第

一
一
―
第

一
六
〕

一
、　
笠
　
　
　
置
　
　
　
山

笠

置
山

の
名

は

己

に
歴
史

の
上

に
あ

ら

は

れ

て
天

下

に
著

聞
す
、ま

た
共

地

薙
南

の
景

勝

に
し

■
山

水

の
眺
、

四
時

よ

ろ
し
く
名

勝

ご
し

て
世

に
彰

は
す

べ
お

も
の
あ

り
。

近
畿

の
山

容

を

見

る
に
、紀

伊
山

脈

の

一
支

脈
、市

山

城

よ

り
大

和
束

部

に
走

る
も
の
を
笠

置
山
脈

ご
な
す
。

此

の
山

脈

の
中

に
あ

つ
て
笠
置
山

は
京

都
府

和

楽

郡

の
東
南

部

に
常

り
、標
高

二
百
八

十

九
米
餘

な

り
。

南

方

峰

轡

に

つ

い
い
て
大

和
国

添
上

郡

柳
生

村

に
接

し
、

北

は
帥

ち
山
麓

を
洗

つ
て
木
津

川

流

る
。

笠

世
山

の
地
は
木
津

川
封
岸

の
地

ざ
共

に
笠

世
村

大

字

笠
置

に
馬

し
‘砂
浦
．濱
耐
宮
山
，千
手

ヶ
瀧
、東

山
、芝

―ｌｌｉ
．笠

世
山
、大
紳

田
等

の
諸

小
学

よ

り
成

る
。
（挿
岡

第

一
日
）笠

置
山

脈

は

火

山

脈

に
し

て
笠

置
山

の
企

山

は
■

ご
し

て
花
間
石

を
以

て
構

成

さ

る
。

笠

置
山

全
山

に
は
松
杉

等

の
樹

木
翡
欝

ご
し

て
繁

茂

し
所

々
に
岩
石
露

出

し
或

は
和
重

り
、共

の
高

さ
、幅

各

四
十

尺
乃

五
五
十

尺

に
及

ふ

も
の
あ

り

て
此
等

の
中

或
石
面

に
は
佛

像

を

刻

せ
う
。

ス
笠

置

石
、不
等

石
、貝
吹

石
、太

鼓

石
．格

ぎ
石
等

ご
名

づ
け

ら

れ
た

る
も

の
あ

り
。
　
一
帯

に
瞼

‐――ｌｌ

な

る
所
多

く
、

ポ

笏

二
重
大

企
■

も
笠

置
山

の
峰

そ
び
え

谷
深

く

樹

木
繁

茂
す

る
山

を
記

せ

り
。

ス
太

不
記
、笠

置

寺
縁

起

に
も
之

を
形
容

し

て
載

せ

笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝

三
七

川∫



笠
置
山
の
■
蹟
及
名
勝

(一分萬二) 岡 置 位 山 置 笠  同 一 第

三
八

た

り
。

此
等

の
記

事

は
笠

置
山

が
元

弘

の
戦
蹟

ご
な

り

し

が
麓

に
書

か

れ
た

る
も

の
な

る
が
笠
置
山

の
瞼

岨

に
し

て
谷

の
深

き
を
云

ひ
鎌
倉

時
代

の
歌

人

も

之
を

詠

し

た

う
。

五
月
雨

に
水

上

ま

さ
る
泉

川

か

さ
き

の
山

も
雲

か
く

れ

っ

ゝ
　

　

俊

成

　

　

　

　

（五
晨

百

首
）

雲

の
上

に
そ

の
暁

を
ま

つ
ほ

ど

や
か

さ
き

の
嶺

に
有

明

の
月

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（藤
川

記
）

笠

置
山

は
吉

野
山

の
如

く
櫻

多

き

に
あ
ら
す
父

高

雄

等

の
如

く

楓

樹
多

き

に
あ

ら
す
。

さ
れ
ぎ
常

線

樹

の
間

に
僅

に
櫻

樹

あ

り
。

登
山

口

に
あ

る
も

の
は
最

も
大

な

る
老
樹

な

り
し

が
今

や

な
し
、春

日

花

の
頃

深
山

の
櫻

ど
し

て
賞

す

べ
し
。

拾
遺

愚
草

に
は
笠

置
山

の
櫻

を
詠

し
た

る
定

家

の

一
首
あ

り
ｂ

ち

ら
す

な
よ
笠

置

の
山

の
櫻

花

お
ほ

ふ
ば

か

り

の
袖

な
ら
す

ご
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

家

||



紅
葉

樹
亦

織

々
ご
し

て
あ

る
を
見

る
。

元

弘
気

に
後

醍

醐

天
皇
此
山

に
臨

幸

し
給

ひ
、例

年

の
都

の
紅
葉

に

引

き
か

へ
て
此

年

は
深
山

の
紅
葉

を

御
覧

せ
ら

れ
て

か
く

は
詠

し
給

ひ

漁
。

う

か

り
け

る
身

を
秋

風

に
さ
そ
は

れ

て
思

は

ぬ
山

の
紅
葉

を

そ

み

る

今

は
此
山

に
櫻

樹

及

び
楓
樹
多

数

植

ゑ
ら

わ
た

り
。

笠

置
山

へ
の
登
山

は
笠

置
寺
参

詣

ご
後

世

に
は
後

醍
醐

天
皇

行
在

所

を
訪

ひ
本

る
が
舛

に
相
増
す

に
至

り

之

が
鶯

に
通

路

開

け
た

り
。

登
山

口
は
山

の
東
南

部

柳
生
街
通

に
あ

り

て
此
虎

に
石
標

二
基

樹

て
ら

れ
共

の

一
は
高

さ
七

尺
七

寸

に
し

て

三
面

に
次

の
文
字

を

刻
す
。

:l::

li

liみ

さ

三

り 1年 前   や

ィン  ‖  ブヽ     ti

今

や

ll七

称笙
舅 某

徒
是

笠

置
山

　
　

　

　

　
　

　

　

登

八
町

嘉

永

六
癸

丑
歳
夏

五
月

三

＝
建

之

　

　

い
が

（北

面
）

（画

面
）

（東

面
）

（７Ｌ‐
面
一

（北

面
）

（束

面
）

さ
て

こ

の

帯
山

Ｈ
よ

―夕
八

町

に
し

て

二
九

姿

起

尺

六

寸

五
分

あ

り

て

鹿

鷺

山

笠

置

寺

（梵

字
テ

従

是

至
賓

延
質
七
紀
天
四
月

の
石

標

は

登
山

口

よ

史
蹟
及
名
勝

し    ‖l

く

_L
b

すこ

ろ

,折

ll

あ

り

の 木 木 大 イi

文   和
字 屋 九: 屋 IIl

と'

刻 満 丈 lt〕 茂
す     丘

み歳 示有 締; ‐ヒ

世

話

人

り

而i

に

次



笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

笠

置
寺

に
至

る
も

の
な

り
。

此

道

は
薔

道

と
し

て
今

に
存

じ
下
堂

址
を

組

て
直

に
山

上

に
出

づ
る
も

の

に
し

て
そ

の
距

離
近

け

れ
ぎ
崚

険

な
り
。

今

は

登
山

口
よ

り
少

し

登

り
た

る
所

よ

う
薔

道

ご
分

れ
て
新

に
府

道

を

つ
く

ら

れ

て
廻
聾

式

に
上

り
得

る
な

り
。

又

大

和
柳
生

ど

も
通

じ
往
昔

柳

生
侯

は
笠

置
山

の
両
方
今

の
大
字

笠
置

ざ
飛

鳥

路

こ
の
界

を
経

て
木

津

河

岸

に
達

し

た

る
も

の

に
し

て
此
通

を

俗

に
殿

様

街
道

ご
云

へ
う
。

二
、　
木

　

　

津

　

　

川

木
汁

川

は
山

城

四
大

河

の

一
に
し

て
共

源

は
伊
賀

國

名

張

よ

う
残

し

て
共

初

を
名
張

川

ご
云

ひ
、北

流

し

て

上
野

近
傍

に
於

て
西

流
す

る
伊
賀

川

ご
合

し

て
夏

に
西

流
す
。

島

ケ
原
、大

河
原

を
通

り
、飛

鳥

路

よ

う
少

し

く

南
方

に
迂
回

し

て
笠

置
山

の
北
麓

を

流

れ
、加

茂

町
、木
津

町

を
組

て
北

流

し
宇

治

川

ご
合

し

て
淀

川

ざ
成

る
。

木
津
川

ご
は
木

津

の
里
を

流

る

ゝ
が
篤

に
名

づ
け
ら

れ

し

も

の

に
し

て
別

に
山

城

川
、泉

川
、挑
川
等

の
稀

あ

り
。

木
津

川

の
笠
置
山

下

の
地
を

流

る

ヽ
邊

り
、其

の
雨

岸

に
岩
石

そ

ば
た
ち
。或

は
峡

流
を

な
し
河
中

に
於
け

る

岩
石

の
配
置
妙

を
歴

む
。
（日

版

一
四

ノ

ニ
）共

の
形

状

に
よ

り
て
種

々
の
名

あ

り
。

北
岸

近

く
「ま

る

い
岩
」

「よ

ぼ
岩
」

「八
盤

岩
」

「夫

婦

岩
」

が

に
岩
」等

あ

う
。

南

岩

に
近

く
「屏

風
岩
」

が

は

づ
山Ｆ
あ

り
。

而

し

て
河

流
淵

を

な
せ

る
所
を
鹿

ケ
淵

ご
云

ひ
、昔

時

流

岡

の
あ

う
し
所

な
り

ご
俗

に
樽

Ａ
圃

版

第

一
五

ノ

一
）其
他

に
も
急

滞
淵

瀬

を

な

せ

る
所

あ

り

て
舟

遊

に
快

を
覺

え

じ

む
。

（日

版
第

一
五

ノ
ニ
）

芭
蕉
笏

は
元

蔽
七

年
難
波

津

へ
の
旅

行

に
て
伊
賀

よ

う
奈
良

へ
の
途
中

笠

置

に
木

り
、此
庭

よ

う
河

船

に
乗

り

て
下

Ｌ
か

さ
ぎ

の
峰

は
誠

に
お
し

む

べ
き
私

の
名

残

な

リ
モ

云

ひ
し
事

各
務
支

考

の
笈

日
記

九

月
八

日

の



條

に
見

え

た

り
。

木

津

川

よ

り
雨

岸

を

見

上
げ

た

る
景

佳

な
り
。

雨

岸

に
上

り
で
木
汁

川

を
見

下
し

た

る
景

亦
佳

な

り
。ヽ
（岡
版

一
四

ノ

一
）笠
置

山

頂

船
茶

屋

の
邊

り

よ

り
東
方

木
汁

川

を
見

下
し

た

る
眺
望

殊

に
秀

で
た

り
。

此
尤

よ

り
眺

む

れ
ば
泉

川

岨

を

め
ぐ

り
、自
浪

巖

を
確

く

の
勢

あ

り

ざ
は
過
言

な
ら

ぎ

る
な

り
。

張

紅
蘭

の
笠

置
山

ド
作
詩

あ

り
。

一
篠

人
家

水
雨

涯
　
　

鳴

攀
迩
没

草
離

々

恭

風

吹

凛
青

簑

雨

　

　

寸

々
香

魚

上

釣
絲

笠
置
村

は
賞

に
此

川

を
隔

て

ゝ
南

北

に
跨

る
、俗

に
北

笠

置
、市

笠
置

ご
云

ふ
。

Ｌ

に
謂
林
拾

葉

集

に
も
、

笠
置
山

は
川

の
市
里

は
川

の
北
南

雨

方

に
あ

り

ご
記

せ

り
。

南

笠

置
は
先

に
述

べ
し
笠
置
山

の
地

な

る

が
、北
笠

置

は
笠

置
村

小
学

西
通
．堂

ノ
上

掛

谷
．東

掛

谷
．

大
半
．上
汁
．中

通
．――――‥
湯ヽ

谷
等

の
地

を
合

む
。

河

に
滑

ひ
て
上

野

奈
良
間

を
通

す

る
伊
賀

街
通

あ

り
。

北
笠

置

の

地
形

は
北

へ
至

る

に
従

ひ
て
次
第

に
高

く

杉
、檎
、松
等

常
級

樹
繁

茂

し

て
笠

置
山

木
汁

川

ご
共

に
風
致

を

添

ふ

る
も
の

な

り
。

殊

に
小
字
峠
、及
中

通

の
邊

り
は
断

崖

絶
壁

岩

石
重

員

し
山

水

の
妙

を
極

む

る
所

な

り
。

木
汁

川

の
上

流

に
は
共

の
南

岸

に
水
力
電
気

株

式
會

祀

の
施

設

あ

り

て
風

政

を

少

々
害

し

た
り
ご
雖

も
共

の
東

方

な

る
飛

鳥

路

九

山

に

一
小
嶺

あ

り
て
山

容

富
士

に
似

た

る
を
以

て
俗

に
笠

置
富

士

ご
云

ふ
。

河
面

に

そ

の
全

容

を
映

し

て
西
方

よ

り

の
眺

望

よ
く
賞

に
笠

置
山

名

勝

の
東
端

を
極

む

る
も
の
な

り
。

（岡
版

一
さ

飛

鳥
路

の
邑
民

は
元

弘

の
鶴

に
賊
軍

夜
討

の
案
内

若

ざ
し

て
間
道

を

攀

ぢ

上

り
城
中

に
放
火

し

て
勝

利
を
得

た

る
が
そ

の
案
内

済

の
子

孫

は
後

世

悪
評

を

流

し
た

う
。
「あ

り

の
ま

♪
ご
云

ふ
徳
川
時

代

の
記

録

に
は

次

の
如

笠
殿
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

一

´



笠
置
山
の
真
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

く
書

け

う
。

共

の
て

び

き
を

せ
し
も

の

ゝ
子

孫
血
脈

を
引

き

て
今

に
瀬
病

の
も

の
た
え

や
、亦

笠

置
，飛

鳥

路

は
隣

村

な

れ
ぎ

も
今

も
な
ほ
婚

姻

を

む
す

ば

す
。

し

た

し

き

ま
し

は

♭
を

さ

へ
せ
ぎ

る
な
う
。

余

が
遊

び
し

は
天

明

の
頃

な

り

し

が
皆

調

ふ
、ち

か

ご
ろ
ま

で
は
変

易

を

だ

に
せ
ぎ

う
し

ご
云

へ
う
。

ま

こ
こ

に
笠

置
は
般

の
頑

民

ざ

い

へ
る

に
ひ
ざ
し

く
殊

勝

な

る
事

な

う
。

民

俗
學

上
参

考

に
な

る
が
現
今

に
於

て
は

か

ゝ
る
事

は
全

く

な
く

な
り

て
周
回

の
村

落

ご
互

に
変

際

せ
う
。

三
、　
笠

　

　

置

　

　

寺

笠

置

寺

は
笠

置
山

上
帥

ち

笠

置
村
大

学
生

置
、小
字

笠

置
山

の
地

に
あ

り
て
、始

は
法
和

宗

な

り
し

が
、今

新
義

興

言
宗

に
屈

す

る
二
等

格
寺

な

う
。

笠

置
寺

の
草
創

は
今

昔
物

語

に
載

せ
ら

れ
、ス

寺

に
天
文
七

年
書

篤

の
笠

置

寺
縁
起

あ

り
て
之

を
知

る
。

此

等

に
擦

れ
ば

天
智

天
皇

の
御
代

大
海

人
皇
子

は
田
独

を

好

み
、山

城
國

相

柴

郡
賀

茂
郷

の
束

な

る
山

邊

を
狩

う
行

く

に
山

の
斜

に
上

う
た

る
所

を
皇
子

駿

馬

に
乗

う

て
鹿

を
追

ひ
て
馳

登

り

Ｌ

に
鹿
俄

に
失

せ
岩

に
迫

う

て
皇
子

落
馬

し

て
共

に
死

な

ん
さ
せ
し
折
、歎

き

て
山
紳

助

け
給

全
然

ら

ば

此

巖

の
ほ

ざ

り

に
爾
勒

像

を
刻

み
本

ら

ん

ど
願
を

螢
す
。

其
験

あ

う
て
馬

退

き
て
其

時
皇

子

馬

よ

う

下

り
て
被

給

へ
ろ
蘭

笠

を

肌

ぎ

置

き
て
掃

給

ひ

漁
。

共

後
数

日
を
組

て
再

び
常
山

に
登

る

に

一
物

の
白

鷺
飛

立
ち

て
、先

に
置

き
じ
御
笠

の
所

在

を
示

し
た

り
。

皇

子

乃
ち

此

石

に
爾

勒

の
奪

像

を

彫

♭
給

ふ
。

而

し

て
別

に

温
常

寺

開

山

若

委

天
武
叡

願
所

草
創

也
、自

鳳

十

一
年

珠

御
建

立

云
々

天
智

天
皇
治

十
年

料

用

之

1   1

1.
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鹿

鷺

山

笠

置
寺

の
起

原

之

な

り
。
　
さ
れ
ぎ
扶
桑

京

幸

志

に
は
大
津

皇
子
此

山

に
独

し
山

神

の
怒

は
げ

し
く

進

遇
度

を

失

ひ
し
時
虚

奏
蔵

現
出

し

て
皇
子

の
難

を
救

ふ
ご
云

へ
り
。
が

さ
ぎ
あ

名

は

か

ゝ
る
説

話

よ

り
山

木

す

る
も

の

に
し

て
縁

起

に
は
笠

を

置
く
事

ご
鹿

ご
鷺

ご
を
績

け
た

る
事

〓

の

二
要
素

を
合

み
、笠
置
、鹿

鷺
。何

れ

も
が

さ
ぎ
モ

訓

む
。

伊

呂
波
字
類

抄

に
は
笠

置

ご
書

き
、延

喜
内

膳

式

に
は
鹿

鷺

ざ
記

せ
う
。

叉
薙

州
府

誌

に

Ｌ
始
枕
鹿

鷺

山

云

々
■

。

書

言
字

考
節

用

に
は
笠

置
山

を

説

明
し
■
本
字
鹿

鷺
モ

云

へ
り
。

通

常

は
山
琥

に

は
鹿

鷺

ご
か

き
寺
暁

に
は
笠
置

ご
か

き
且

地

理
的

に
山

全

鴨

或

は
地
名

ご
し

て
笠
置
山

ご
云

へ
る
が
如
し
。

笠

置
寺

の
開

基
創

立
者

は
笠

置

寺
縁

起

に
は
「天
智

天
皇

の
御
代
皇
子
を

あ

り
て
此

は
大

海

人
皇
子

と
な

せ

ぎ

も
或

は
大

友

皇
子

な

る
や

も
知

れ
す
。

通

常

天

武

天
皇

白
鳳

十

一
年

の
創

立

ご
云

へ
り
、東

大

寺
要
鉄

に
は

笠

置
寺

を
説

明

し

■
右

寺

天
智

天
皇

第

十

三
皇

子
建

立
ｔ

あ

り
。

ス
女

人

往
生
聞
書

に
は

天
智

天
皇

の
建

立

ご
記

し
京

師

巡
覧

集

扶
桑
京

幸

誌

に
は

天
武

天
皇
第

三
皇

子
大
津

■
子

の
本

願

ご
な

せ
り
、ど

に
か
く

天
智

天

皇

の
頃

ご
し

て
取

扱

ひ
た

る
も

の
な
う
。

以

下
位

置
寺

の
浩
革

を
笠
置

寺
縁

起

に
よ

り

て
、他

書

に
あ

る
も
の
は
特

に
共

の
記
録

名

を

奉

げ

て
説

明

せ

ん
。役

優
婆

塞

小
角

は
紳

異

不
測

の
人

に
し

て
＝
域

の
雲
Ｅ

を
通
く
修

歴

し

た

り

ご
樽

へ
ら

る

ゝ
が
自

鳳

十

二

年

卯

月

十
四

日
常
山

に
整

り
、千
手
窟

に
於

て
秘

法

を
動
修

し
た

り
。

爾

木

本

寺

は
修
験

道

の
行
場

ご
な
り
、吉

野

の
奥

大
峰

に
擬

し

た

る
も

の
な

り

ぎ
云

ふ
。

元

木

城
南

の
地

は
南

椰

の
勢

力
範

囲
内

に
し

て
，笠

置
寺
亦

市

都

の
大

寺
殊

に
東
大

寺

ご
開

係

ふ
か
し
。

東

大

寺
縁

起

に
よ
れ
ば
纂

武

天
皇

東

大
寺
大
佛

殿

を
建

立

せ
ら

る

笠
置
山
の
上
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三

ー



●

笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

ゝ
に
常

り
、共

の
用

材

を

伊
賀

國

よ

り
取
寄

せ
ら

る
。

此

等

の
材

木

は
木
津

川

を

下

せ
し

も
笠

置
山

の
麓

に
は

三

岩
横

は

り
、船
筏

通

し
難

し
。

天
皇

良
排

を

召

し

て
此

を
謀

ら

れ
。良
丼
勅

旨

を
受

け

て
笠

置

寺

の
千
手
窟

に

籠

り
、千

手

の
秘

法
を
修

行

せ
ら

る

ゝ
に
雨
を
降

し
材

を
通

す

る
を
得

た

う

ご
樽

ふ
。

俗

に
笠

置

千
手
岩
屋

は

良
排

備

正
行

法

の
窟

ご
云

ふ
。

ス
東

大

寺

縁

起

に
よ

れ
ば

天

不
勝
賓

三
年

十

月
賃

忠

和

省
常
山

千
手
窟

内

に
於
ぞ

槻

念

の
修

法

あ

り
。

而

し

て
此
虜

に

一
字

を
建

立

し
同

四
年

正
月

朔

目
始

め
て
此

法

を

二
七

日
勤
修

せ
ら
れ
十

一
面

槻

世
音

現
妙

色

身

を
戚

得
す
、此

卸

ち

正
月

堂

の
基

な
う
。

又
同

年

二
月
東

大

寺

二
月

堂

に
於

て

も

二
七

書
夜

六

時

の
行

法
を

行

は

せ
ら

る
。
　
二
月

堂

縁
起

に
よ

れ
ば

天

不
勝
賓

三
年
質

忠

和
省

笠

置

寺

の
乱

穴

よ

り

入

り

て
北

へ

一
里

ば

か

り
過

ぐ

る

に
都
卒

の
内

院

な
り

け

り

、

こ
あ

り
。

今

猫

東
大

寺

二
月

堂

に
於

て
は
毎

年
薔

暦

二
月

に
修

二
會

を
勤
修

せ

る
が
、此

に
は
笠

置
寺

よ

う
信

出

て
勤
修

に
典

り
た

う
。

此

の
如
く

に
し

て
笠

置

寺

は
市

郡
東

大

寺

ご
開

係

深

く
、絡

に
東

大

寺
績

要
録

に
は

共

の
末
寺

ご
し

て
笠

置

寺

を
載

せ
ら

る

ゝ
に
至
れ

う
。

不
安
朝

時

代

に
な

り

て
桓

武

天
皇

延
暦

十

三
年
営

寺

に
於

て
法
幸

入
講

を
行

は

せ
給

ひ
、是

日
本
第

三
樽

の

入

講

な

り

ご
云

ふ
。

次

い
で
弘
仁

年

間

に
は
弘
法
大

師

瞥

寺

に
水

う
虚

奏
戒

の
賓
前

に
て
求

聞
持

法

し
給

ふ
。

昌

泰
年

間

に
は
醍

醐

天
皇

登
山

せ
ら

れ
菅
原
道
具

之

に
従

ひ
之

よ

う
此
山

に
惣
甦
祭

ら

れ
た

り
。

栗

栖
官

は

此

時
出

来

た

る
も

の
な

り

ご
云

ふ
。

延

喜
八
年
八

月
十

二
日
吉

野

金
峯

山

の
日
療

上

人

千

手
窟

に
参
籠

し

三
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ヽ
ヽ

部

の
秘

法
を
勤
修

せ
り
。

か
く

て
護

法
善
紳

を
勘

請

し
営

山

の
鎮

守

ご
し
格

本

大

明
紳

之

な

り
。

百

練

抄

に

よ

れ
ば
永

延
元

年

十

月

十
七

日
花

山

院

は
長

谷
寺

笠

置

寺
等
七
大

寺

に
参

請

さ
れ
た
う
。

か
く

て
此

頃

の
オ

媛
満

少

納
言

は

そ

の
碁
、枕

革

紙

Ｌ
寺

は

か

さ
ぎ
■

書
出

し

た

り
。

以

て
笠

置
寺

の
名
高

か

り
し
を
知

る

べ
し
。

安

元

二
年

に
は
後

臼

河

法
皇
、叡

信

に
よ

つ
て
笠

置

寺

に
臨

幸

せ
ら

る
。

而

し

て
此

頃

二
季

の
法
華

入
講
再

興

さ

る
。

帥

ち

春

季

は
後

自

河
法

皇

の
御
勅

願
．秋

季

は
源
頼
朝

の
御
願

な
り
。

安
徳

天
皇
壽

永

元

年

に
は
田

出

拾

町
帝

段

何

捌
拾

歩

笠

置
寺

不
断

法
幸

料

重
し
て
寄

進

さ

る
。

鎌
倉

時
代

の
初

頭

解

脱

上
人
貞

慶
水

り
て
笠

置
山

を
中

典

し
大
伽
藍

ご
な

せ

り
。

貞

慶

の
樽

は
元
享

科

書

を
始

め
本
朝
高

信

伴
等

に
詳

記

せ

り
。

貞
慶

は

左
少
排

藤

原
貞

憲

の
子

に
し
て
久

壽

二
年

に
生

れ
出

家

し

て

オ
春

あ

り
。

興

幅

寺

に
學

び
書

永

の
初

年

に
は
維

摩
含

の
主

座

に
陸

り
、文

治

二
年

再

び
公

選

に
充

る
。

最

勝

講

の
詔

に
懸

じ
講

已

に
し

み

て
も
還

ら
す
。

笠
置
山
窟

に
留

り

て
名
籍

甚

だ
高

し
。

束

鑑

に
よ

れ
ば
建
久

二

年
■

麗

の
笠

置

寺
牌

堂

建

立

に
常

り

て
は
源
頼
朝

沙

金
等

を
寄

進

し

た

‐，
。

建

久

五
年

に
は
貞

慶
山
市

の
般

若

台
院

に
六
角

堂

を
造

り
、群

迦
佛

を
安

趾

せ
り
、春

日
大

明
紳

の
御
遷

ぁ

り
て
守
護

に
立

た

れ
、玉
葉

に
は

そ

の

詠

あ

り我

ゆ
か

ん

ゆ

き

て
守

ら

ん
般

若

台

群
迦

の
御
法

の
あ
ら

ん
か

き
う
は

な
ほ
本

＝
大

明
紳

ご
解

脱

上
人

ご

に
開
す

る
樽

説

は

海

住
山

寺

に
も
あ

り
て
、影
向

松
奥

院

は
共

の
選

跡

な

り

Ｅ
樽

ふ
。

建
久

五
年

五
月

二
日

の
笠

置

寺

住
侶

某

の
作
善

願
文

あ

―，
。

建

久
七

年
、貞

慶

は
生

置

寺
中

典

の
大

願

を
稜

せ
ら

れ
子

細

を
勘

進
帳

に
記

し
、諸
檀

那

に
助
請

せ
し

に
八
條

院

之

に
設

し
伊
勢

國

蘇
原

の
御
厨

の
地

笠
置
山
の
■
蹟
及
名
府

四

五

´



笠
置
山
の
■
蹟
及
名
勝

四
六

頭
職

を
常

寺

に
仰

付

け

ら

れ

た

り
。

ス
此

年

に
は
東

大

寺

の
重

源

に
よ

う

て
梵

鐘

が
落

成

し
後
鳥

笏
院

は
勅

宣

を

下
し

て
寺
領

の
四

至
を

次

の
如

く
定

め
漁
独

を

禁

上
し
給

ふ
ｏ

四

至
　

束
限

野

々
目
川

　

西
限

小
倉

川
中

佛

石
　

南

限

阿
多

恵

谷

　
北

限

膀
示
河

原

此

等

の
地
名
を

現

在

の
土
地

に
就

き

て
求

む

る
に
、野

々
目
川

ご
は
笠

置
富

士

の
麓

印

ち
字
九

山

ど
午
瀬
山

ざ

の
間

を

流

れ
、そ

の
源

は
大

和

よ

♭
螢

し
今

布

諄
川

ご
書

け

り
。

小
倉

川

ご
は
今

大

手
橋

を
架

せ

る
往
古

川

に

し

て
そ

の
源

は
大

和

よ

り
螢

し

上

流

は
打

瀧
川

を
指
す

な

る

べ
く
佛

石

な

る
も

の
何
虎

に
あ

う

や
今

は
不

明

な

り
。

阿
多

恵

谷

ご
は
今

柳
生

村

に
し

て
笠

置

の
有

市

ケ
谷

に
連

れ

る
虎

な

う
。

而

し

て
膀

示
河

原

ご
は
木

津

河

眸

に
し

て
岩

に
大

日
佛

を
刻

し
膀

示
佛

ご
耕

し
た

り

ざ
云

ふ
。

正
治

二
年
七

月

に
は
麓

八
條
院

三
位

局

於
笠

置
修

善

願
文

な

る
も

の
あ

り
て
此

は
喩
伽

論

一
部

百

水
を
書

富

供
養

し
た

る
も
の
な

う
ｏ

元
久

元
年

十

一
月

十
七

日
貞

慶

は
本
堂

に
於

て
龍

幸

會

を

行

ひ
此

法

の
願
文

今

に
樽

は

れ

う
。

貞

慶

は

一
時

承
元

二
年

よ

り
海

住
山

寺

に
住

せ
し

が
建

暦

三
年

二
月

五
十

九
歳

に
し

て
寂

す
。

海

住
山

寺
奥

院

は
解

脱

上

人

絡
焉

の
地

ご
云

は

る
。

朝

廷
共

徳

を
學

び

て
解

脱

上
人

ご
論

し
、世

に
笠

置
上

人

ご

も
云

ふ
。

順

徳

天
■
建
保

三
年

九
月

四

日
、笠

置

の
寺
境

に
於

い
て
吸
独

を

な
す

を
殿

禁

し
給

ふ
。

之

を
要
す

る
に
笠

置
寺

は
不
安
朝

中

期

よ

り
鎌
倉

時
代

に
互

り

て
は
史

書

に
記

さ

る

ヽ
も

の
多

く
此

頃
最

も
榮

え
遺

物

の
此

時

代

に
風

す

る
も

の
多

し
。

歌

詠

よ

♭
見

て
も
笠

置
寺

の
最

も
榮

え

た

る
は
鎌
倉

時

代
を
中

心

ご
し

て
見

ら

る

ゝ
な

り
ｏ

法

の
雨

ふ
ら

ぬ
日
も
な
き
じ

る
し

に
や
笠

を

置

き
け

ん
峯

の
山

寺

　

　

　

正

徹

（草

根

集
）



河

上

や
か

さ
き

の

い
は

や
け
を

さ
む

み
苔
を

む

し

ろ

ご

な
ら
す

優
婆

基

　

好
忠

（好
忠
家

集
）

今
、笠

置

■

だ
海

住
山

寺

ぎ
を
比

ぷ

る

に
滑
革

所
碑
夫

々
相
似

た

る
も

の
あ

り
。

帥

ち

海

住
山

寺

も
天
武

天
皇

の
本

願

に
し

て
解

脱

上

人
中

典

せ

り

ざ
云

は

る
。

鎌
倉

幕
府

の
末
頃
、執

確

北
條
高

時

の
専

確

に
よ

り
で
後

醍

醐

天
皇

は
聖
尋

大

僧

正
を
頼

み
、元

弘
元

年

八
月
南

椰

ょ
．ｋ
和
末
、鷲

峯
山

を

組

て
此
山

に
臨

幸

せ
ら

れ
、上

堂

本

生
を

以

て
内

裏

ご
な
す
。

襲
尋

は
笠

置
寺

の
別
常

に
し

て
東

大
寺
東

南

院

の
法
務

な
り
。

御
供

の
公

郷

按
察

大
納

言
、公

敏
、高

里
小

路
中

納
言

藤
房
．北

出
中

納
言

共

行
、二
條
道

不

の
従

父

な

る
法
印

良

忠
等

あ

り
、侍

に
は
藤

左

術
門

肘
宗
光
、―ＩＬ
馬

左

術
門

重

定

を

始

め
伊
賀
、伊
勢
、大

和
、河
内

等

の
武

士

を
募

り

て
瞥

護

し
本

る
。

ス
東

大

キ

の
衆

―′Ｌ

も
警

同
す
。

後

醍

醐

天
皇

笠

置

行
幸

の
事

に
就

き
て
は
川
皇

正
統

記
、笠

置
寺
縁

起
、太

不
記
、保

暦

間

記
、典

面
寺
略

年

代

記
、大
乗
院

笠

記

日
鉄
、和
漢

合
符
．東

寺

Ｉ
代
記
、新
業

和
歌

集
、元

弘
再
記
一装
書
，光

明
寺
残
篇
、棘

明
鏡
、大

日
本

史
等

に
明
記

せ

り
。

之

よ

り
先
、叡

山

束

坂

本

の
合

職

に
六
波

雑

の
軍

打

負
け

し
か
ば
之

を
聞

き
て
笠

置
寺
警

回

は

一
人
緊

張

し

た

り
り

六

波

羅

の
賊
軍

徒

ひ
て
此

を
回

み
、大

不
記

に
よ

れ
ば

西

ノ
手

二
山

陽
道

ノ
兵

三
高

二
千
餘

騎
，木
津

川

フ

ノ

ホ
ソ

ニ
岸

ノ
上

ナ

″

‐―ｌｌ
邁

ヲ
ニ
手

二
分

ヶ
テ
推

シ
寄

生
迫

手
側

手

都
合
七

高

五
千
餘

騎

笠

置

ノ
山

ノ
四
方

二
三
里

ガ
間

ハ
天

地

モ
残

サ

ズ
充

満

ン
タ
ソ

ご
あ

り
。

官
軍

は
極

力

之

を
防

ざ

し

が
賊
軍

は

八
月

二
十
八

日
戊

刻
、絡

に
城
中

に
火

を
縦

ち
、八

月

二
十

日

に

は
笠

置

の
寄

手

な

る
陶
山
、小
見
山
飛

鳥

路

の
邑
民

ご
語
ら

ひ
、之

を
案

内

若

ご
し

て
間
邁

を
通

り
、夜
討

せ
し

ご

云

ふ
。

鎌
倉

の
賊

軍

水

だ
到

ら

ぎ

る
に
官
軍

敗
亡

し
、錦

繊
飛

騨
例

官

源
義

織
、息
義
石

以

下
十

二
人
城
中

に
於

整
冊
山
の
奥
瞭
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七

″
‐

F



笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

て
自

殺

し
土

上

は
紳

器

を
奉

し
奪

澄

法
親

王

ざ
共

に
此
山

を
後

に
し
て
逃

れ

さ
せ
給

ふ
。

太

不
記

に
は

去
程

二
類

火
束

西

ヨ
ソ
吹

覆

ヒ
テ
餘

畑
皇
居

二
懸

ソ

ヶ

ン

′ヾ
主

上

ヲ
始

メ
進

ラ

セ
フ
宮

卿

和
、雲

客
皆
徒

既

ナ

″
体

ニ
テ
何

コ
フ
指

ス
ト

モ
ナ

ク
足

二
任

セ
フ
落

行

給

ア
、此

人

々
始

メ

一
二
町

ガ
程

コ
ン
主
上

フ
扶

進

ラ

セ
フ
前

後

二
御
供

フ

モ
中

サ

レ
タ
リ

ヶ

ン
、雨
風

烈

ン
ク
邁
間

ツ

シ
フ
敵

ノ
関

ノ
粥

此
虎

二
聞

工
ヶ

ン

′ヾ

次
第

二
別

々

二
成

テ
後

二

´
只

藤
房
．季
房
、二
人

キ
ソ
、外

ハ
土

上

ノ
御
手

ヲ
引

進

ラ

ス

″
人

モ
ナ

シ
、恭

ク

モ

十
善

ノ
天
子
、玉
性

フ
田
夫

野

人

ノ
形

二
替

ナ

セ
給

ヒ
テ

ソ

コ
ト

モ
知

ズ
迷

ヒ
出

す

セ
給

ヒ
ヶ

″
御
有

様

コ

ン

浅

マ

ン

ク

レ
、

こ
御
痛

は

し

き
有

様

を
記

し
奉

れ

う
。

光

時
後

醍
醐

天
皇

に
は

さ
し

て
行

く
笠

置

の
山

を
出

し

よ

う
天

が
下

に
は

か
く

れ
家

も

な
し

ご
詠

せ

ら

れ
し

か
ば
藤

原

藤

房
之

に
答

へ
奉

う

て

い
か

に
せ

ん
た

の
む
陰

ご
て
立

よ

れ
ば

な
ほ

袖

ぬ
ら
す

松

の
下
露

天
皇

は
有

王
山

に
至

り

て
、途

に
賊
軍

な

る
山

城
國

の
住
人

深
須

五
良

入
道
．松

井
戒

人

の
手

に
捕

へ
さ
せ
ら

れ

徒

に
、花
山

院

師
賢
．北
畠

奥

行
、高

里

小

路
藤

房
等

も
皆

捕

へ
ら

る
。

か
く

て
天
皇

に
は
宇
治

よ

う
六
波

羅

へ
入

ら

せ
ら

れ
、次

い
で
隠

岐
島

に
御
遷

幸

遊

ば

さ
れ
た

り
。

元

弘

の
鶴

の
兵
火

に
よ
う

て
笠

置

寺

は

一
山

殆

ん
ぎ

焚

熾

し

千

手
堂
．六
角

堂
、大
湯

屋

の
み
残
存

せ

う
。

元

弘

三
年

二
月
大

塔

宙
、補

正
成
等
吉

野

に
兵

を
奉

げ

ら

れ
、笠

置

の
衆

徒

も
粉
骨

の
太

刀

打

し
三
月

十
六

日

蹄
山

し

た

り
。

三
月
十

九

日
官

は
常

山

に
逗
留

し

て

二
十

三

日
南

椰

へ
向

は

れ
，笠

置

の
衆

徒

は
野
田

日

へ
向



ひ
、十

三
■

の
円

を
切

破

り
打

入

り
て
在

家
を

焼
排

ひ
た

り
。

六

月
十
六

日
官

は
京

都

へ
還

ら

れ
笠
置

の
衆

徒

も
召

共

さ
れ

て
御
供

し

て
上
洛

し

た

う
。

後

醍
醐
天

皇
重

詐

し
給

ふ
に
及

び
て
元

弘

三
年
七

月

九

日
、笠

置
山

へ
思
賞

の
命

あ

り
。

共

後
吉

野
朝

廷

よ

う

も
元

弘

三
年

八
月

十

四

Ｈ
勅

宣

を
本

し

て
本

堂
造

立

を
企

て
し

が
成

ら
す
。

永

和

二
年

二
月

十

二
日
共
秀

朝

臣
市

椰
を

残

し

て
山

城
國

笠

置
山

へ
登
山

せ
ら

れ

し
事

は
細

々
要
記

に
次

の
如

く
記

さ
る
。

彼

等

去

ス

″
元

弘
元

年
、後

醍

醐

帝
皇
居

の
時
束
國

の
凶

徒
焼

排

ラ

ハ
ン
ヌ
。共
後

建

武

二
年

御
造
螢

ノ
御
沙

汰

ア

″
ケ

″
中
、天

下
大
鶴

ニ
ッ
キ
中

途

ニ
シ
フ
造

作

フ
止

へ
共
後
鶴

逆

不
治

ニ
ョ
ッ
フ
今

二
沙

汰

ナ

ン
、今

年
市

山

ノ
帝

御
領

ニ
ヨ
ツ
フ
造

螢

ノ
沙

汰

ア
リ
。

共
秀
朝

臣

は

巡
見

の
た

め
木

ら

れ
紀

州

の
山

よ

う
材

木
を

積

み
北
島

殿

よ

う
人
夫

を

差
向

け

ら

る

ヽ
事

を

も

記

さ
れ
た

り
。

笠

置

寺

は
室

町
時

代

に
入

う

て
永

徳
元

年

三
月

十

一
日
再

興

の
事

な

り
し

も
肛

永

五
年
籠

所

ょ
う
火

出

て

国
鉄

に
罹

り
、烏

有

に
帰

し
た

り
。

貞

盛

和
省
之

を
憂

ひ
、文

明
十

四
年

再
建

の
来

あ

り

て
僅

か

に
之

を
保

持
す

る
を
得

た

り
。

ス
文

明
十
七

年
貞

盛

は
再

典
勘

進

の
籍

下
向

せ
ら

れ
た

り
。

繊

田
睾

巨

及

び
徳
川

の
諸
氏

は

キ
院

に
朱
印

状

を
出

せ
し

が
笠

置

寺

に
対

し

て
は
出

さ

ゃ
り
し

も

の

ゝ
如

し
。

徳

川

時

代

に
は
元

和

五
年

よ

り
笠

社

の
地

は
伊
勢

國

汁

藩

藤
生
家

の
領
域

相
柴

郡

五
萬

石

の
中

に
編

人

せ

ら

れ
、香
火

を

掌

ら

し

め
た

り
。

此
時

笠

置

寺

の
子

院

は
勅

願

の
名
山

一
藩

の
支

配

に
嬌

す

る
を
慣

り
、共

復

傷

を
幕
府

に
願
出

て
領

ｔ

ご
葛

藤

を
生

じ
敷

十
年
間

紛

Ｔ

し

て
解

け
ず
、幕
府

は
之

を
領

主

に
委

し
た

れ
ば
藤

堂

四
九

笠
置
山
の
上
出
及
名
勝

″



笠
置
山
の
■
臓
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

氏

に
於

て
は
本
寺

の
古

文

書
，最
重

の
什
物

を
没

収

し

更

に
條

件

を
立

て

ゝ
之

を
達

し
其

の
不

服

の
頭

目

な

る

多
円

院
、知

足
院

を
追

放

し

一
切

領
内

の
普
通

寺
院

ご
し
た

り
、天

和

二
年

九
月

藤

堂
家

に
於

て
は
家

老
連

署

を

以

て
笠

世

寺
を
慮

分

せ
し

が
藤
堂
家

に
於

て
は
本

堂

を
建

立

し
山

林
境
内

を
寄

附

し
、寺
領

ざ
し

て
十

五
石

を

附

し
之

を
稲
壽

院
，知

足
院
、不
動
院

の
三
院

に
分

置
し

た

う
。

且

又
信

根

ざ
し

て
別

々
に
修

理

料
、掃
除

料
、鐘

授

料

ご
し

て
田
出

を

附

し
、境
内

竹
木

代
。年

一
貫

三
百

目

を

寺

の
牧

入

ご
し

て
之

を
保

護

し

た

り
。

営

時

一
山

の

私
有

地
牧

人
十

五
石

あ

り
し

ご
云

ふ
。

正
保

五
年
秋

に
は
藤

堂
高

久
公

笠

置
山

に
登
山

し

て
笠

置
寺

の
衰

頒

を

慨

か

れ
た

り
。

公

は
貞

享

年

間

再

び
登
山

し
付

に
若

干

を
賜

ひ
、■

享

三
年

に
は
竹

木
伐

探

の
制

札
を
出

し
以

て
維

持

の
道

を
得

た

り
）

元

藤

年

間

に
は
直

指

庵
月

渾

耐

師
笠

置
山
記

を
著

し
、ス
文

政

十
年

月

に
は
齋

藤
謙
、名
文

を
以

て
陪

併

笠

置
山

記

を
書

き
た

り
。

明
治

四
年
康

藩

置
縣

の
事

あ

り

て
遺

封

の
後

は
檀

徒

の
維

持

す

る
所

と
な
う

明
治

九
年
丈

英

和
筒
大

い
に

一
山

を
典
隆

し
漸

く
今

日

に
至
れ

う
。

四
、

笠

置

寺

の

遺

蹟

イ

石

　

　

佛

笠

置
山

の
頂

上
、笠

置

寺

の
寺

地

に
は
山
骨
露

れ

て
三

岩

怪
石

そ
ば

た
ち
、高

さ
及

幅
各
数

十

尺

に
及

ぶ
も

の

あ

り
。

此
等

の
中

の
表

面

に
は
爾
勒
。葉
師
、文

殊
、虚

杢
蔵

等

の
佛

像

を
刻

し

た

る
が
都
名

所

固
含

所

載

の
日

に



は
粥

勒

石
、虚

奏
戒

石
、業

師
石

あ

う
。

此

等

の
中
、虚

杢

敷

を
除

く

の
外

は
磨

滅

甚

し
く

殆

ん
ご
線

刻

を
認

め
す
、

従

ひ
て
此

・
等

の
製

作
年

代

も
皆
同

時

に
成

り
た

る
も

の
か
、或

は
逐

年

的

に
成

り
し

も

の
か
知

る
に
由

な

き

も
．

共

の
様

式

の
或
部

分

に
は
藤
原

時

代

ご
な
す

べ
き

も

の
あ

り
。

又

小

な

る
も
の

に
て
は

足

利
時

代

に
及

ぶ

も

の
あ

り
、笠

世
寺

の
石
佛

に
就

き

て
は
未

だ
精

細

な

る
調

査

を
聞

か
す
。

笠

置

寺

に
於

て

は
、此
等

佛

石

は
最

も

大

切

な

る
も

の

な

り
。

粥

勒

石

像

正
月
堂

の
側

に
高

さ
五
十

二
尺
、幅

四
十

二
尺

に
し

て
南

面

し
俗

に
粥

勒

石

ご
呼

ば

る

ヽ
大

石

あ

り
。

其

の

石
面

に
爾

勒
奪
像

を
刻

し
、笠

置
山

の
石
佛
中

最

も
大

な

る
も

の
な

り
。

刻

さ
れ
た

る
佛

像

の
大

き

さ

に
就

き

て
は
山

州
名

跡

誌

に
次

の
如

し
。

粥

動

石
　

画
面
高

五
間
餘

於
巾

横

三
間

許
、土
際

二
間

許
．頂

上

一
間

餘
山

麓

後
．西
現
蒲
佛

像
、立
像

八

尺
許

賞
際

は
之

よ

う
少

し
く

大

な

り
。

今
之

を

奔
す

る

に
光

背

の
上
頭

部

の
切

込
深

く
、ス

台

座

の
界

線

の
綸

明

略

に

池

る
外

に
は
奪
容

の
如

何

な

る
様

式

な

る
や
は
見

え

す
。

蓋

し
風

雨

に
よ
り
磨

滅

し
或

は
元

弘

の
鶴

の

兵
火

に
選

ひ
て
焼

け

た

る
も

の

ゝ
如

し
。

石
面

極

め
て
細
長

き
欝
．立
像

な

る
を
思

は
じ

む
。

此

の
如

き
現
状

に
あ

る
を

以

て
石
佛

そ

の
も
の

に
就

き

て
様

式

製
作

年

代

を
考

ふ
る
に
山

な

し
。

唯

記

録

に
よ

う
て

そ

の
絶

封
年

代

を
知

る
の

み
。

久

安

五
年

五
月

十

二
日
鳥

羽
法

皇

は
得
長
壽

院

修

理

に
際

し
．佛

像
を
出

し
奉

る

べ
き
か

を
間

は

せ
ら

る
。

此
時

左
大
膳

雅
定

卿
、椛

大
納

言

伊
通

卿

等
答

へ
て
東

大

寺
大

佛

は
新

に
開

眼

の
後

烏
雀

之

を

犯

し
、笠

置

の
爾

笠
置
山
の
史
躊
及
名
膀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

一

″



亀

五
二

笠
置
山
の
た
蹟
及
名
勝

勒

は
彩

色

を
加

ふ

る
の
後

霊

少

し

ご
の
先

例

を

ひ
き
て
動
す

べ
か
ら
す

ご
云

へ
り
。

砂
石

集

此
事

を
記

し
た

り
。

生

置

の
輛

勒

ご
は
此

の
石
佛

な

る

べ
く

藤
原

時

代

に

は

こ
の
爾

勒

石
佛

は
己

に
存

し

て

一
度

は
彩

色
を

施

さ
れ
尊

容
美

麗

な

り
し

も
の

ゝ
如

し
。

光

明
峯

寺
冊
政

家

百

者

の
中

に
も
家
隆

の
笠

置

の
爾

勒

を
詠

し

た

る
も

の
あ

り
。

佗

人

の
涙

の
雨

も
ぁ

ら

し

か
し
笠
置

の
山

の
法

の
あ

さ
日
は

ス

三
兵

記

に
よ

れ
ば

元

久

三
年

四
月
後

京
極

殿
奥

書

の
書

富

法
幸
経

一
部
，爾
勒

上
生

経
等

を

此
佛

前

に
供

養

し
貞

慶

導

師

た

ぅ
。

共

の
後

元

弘

の
鶴

に
は
兵
火

に
見

舞

は
ら

れ
笠
置

寺

縁
起

に
は

魔

風

し

き
り

に
吹

て
本

た

ラ

の
猛
火

本
奪

に
覆

け

れ
は
石

像
燒

隔

て
、化

人
刻

彫

の
奪

容

も
埋
没

せ
う
。

漫

猿

敷
■

也
。

さ
ぅ

な

が
ら

こ
の
爾

勒

こ
中

は

金
輸

際

よ

り
生

出

た

る
大

石

な
れ
は
僅

に
刻

彫

の
像

を
元

弘

の
秋

の
夜

の
煙

に
か
く
す

ぎ
云

へ
ど

も
奪

石

は

馴

か
恙

な
く

し

て
利
生

は
ま
す

′
ヽ

龍

花

の
春

の
暁

を
期

給

若

ＩＬ
、

ス

鎌
倉

時

代

の
作

な

る
大

和
國

宇

陀
郡
大

野

な

る
爾

勒

石

佛

は
笠

置

の
そ

れ
を
模

し
た

る
も
の

に
し

て
笠

置

の
石

佛

の
古

き
を
知

る
。

さ
て
此

の
情

助

石
佛

が
笠

置
寺

の
本
奪

に
し

て
、縁

起

に
よ

れ
ば

天
武

天
皇

皇
子

に
在

し
け

る
時

御
狩

し

て

此
奪

容

を
刻
す
、爾

水

笠

置
寺

の
本
奪

ご
な
り
し

ご
云

ふ
、縁

起

に
は
「本
奪

者
槻
多

天
之

敦
土

化

人

刻
彫

之

石

像

也
を

記

し
帝

王
編

年
記

に
は

天
智

帝

甲
子

歳

天
人
降

り

て
此

の
石
像
爾

勒

を
造

り
た

る
も

の
こ
せ

う
。

又
女

人

往
生

聞

書

に
は



カ

ノ
ー
丈

石

像

フ
爾

勤

ノ

マ

ヘ
タ

カ
リ

ァ
フ

ヒ
デ

コ

ン
フ
腱

舞

ス
ト
イ

ヘ
ド

モ
壇

ノ
上

ニ

ソ

ど
、以

て

そ

の
信

仰

の

一
端

を
知

る

べ
し
、我
國

に
於

け

る
蒲

勒

の
信
仰

は
敏

達

天
皇
十

三
年
、百

済

國

よ

り
、粥
勒

石

像

一
躯

途

ら

れ
た

る
を

始

め

と
し
、源
氏

物

語
夕
顔

巷
、日
本

霊
異

記
．本
朝

法
幸
験

記
等

に
記

さ
れ
、榮
花

物

語

に
は
芯
賀

の
み

ろ
く

ゑ

に
参
詣

の
記
事

あ

り
。
　
一
大

佛

像

ご
し

て
木
彫

及

石

像

つ
く

ら

れ
、笠

置

寺

の
石
佛

そ

の

一
ご
し

て
緊

ぐ

べ
く
爾

勒
出

世

三
會

の
暁
を
憧
憬

し

て
笠

置
山

は

そ

の

一
霊
場

た

り
し

な

り
。

文

珠
石
像

情

勒

石

の
向

つ
て
左
方

に
あ

り

て
高

さ

二
十

二
尺

幅
十

六

尺

あ

り
。

俗

に
文

珠
石

ご
云

ひ
石
面

に
文

珠
奪

像

を
刻

し

た

る
も

の
な

る
が
今

そ

の
線

刻

を
認

め
難

し
。

業

師

石
像

文

珠

ｆｉ

の
向

つ
て
左

方

に
常

う

て
産

上

に
突
出
す

る
事
約

二
十
間

石
面
高

さ
四
十
尺
、幅

三
十

一
尺
あ

り
。

俗

に
業

師
石

ご
稀

へ
葉

師
佛

を
刻

し
た

る
も
共

の
奪

容

認

め
ら

れ
す
。

雨

界
曼

茶
雑

石

刻

俗

に
金
剛
界

石
，胎
蔵

界

石

ご
云

ふ
二
石

よ
り
成

り
、前

者

は
東
面

し
高

さ
四
十
八

尺
、幅

二
十
七

尺
，後

者
は
■

面

し
、高

さ
四
十

尺
．幅

三
十

三
尺

あ

り
。

■
苦

千
手
窟

修

法

の
時
、金
剛
界
、胎
蔵

界

の
雨
界
曼

茶
羅

を
刻

し
た

る

も

の
な

り

ご
云

ふ
。

脆

容
療

石
像
（固

版

一
二

ノ

ニ
）

笠
置
山
の
真
瞭
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三

ρ

カ

ソ

ア



ノ

　

ン

／

笠
置
山
の
上
蹟
及
名
勝

五
四

前

記
粥

勒

石

像

よ

う
東

北
方

五
間

を
隔

■
ス
雨
界

曼

茶

羅

石
刻

の
向

つ
て
右
方

に
あ

り
。

南

面

し

て
高

さ

四
十

二
尺
．幅

二
十

四
尺

あ

り
て
俗

に
虚

杢
戒

石

と

い
ひ
石
面

に
虚

杢
蔵

菩

薩

を
刻

し
た

り
ｏ

奪

容

の
線

刻

最

も
明
瞭

に
し

て
像

は
虚

杢
敷

院

の
虚

杢
敷

の
如

く
座

像

に
し

て
、蓮
丼

台

座

上

に
座

し
鮮

薄

の
衣

を

破
、資

冠

を

戴

き
左
手

は
膝

或

は

垂

れ
右

手

は
印

を
結

べ
り
。

寺

の
縁

起

に
よ
れ
ば

弘
仁

年
中

弘
法
大

師
営
山

に
水

ヶ

て

此

の
石
像

の
賓

前

に
於

て
求

聞
持

法

し
給

ふ

ご
云

ふ
。

地
蔵

石
像

行
在
所

―１１‥
の
下
方

画
面

に
あ

り

て
尺
餘

の
小
佛

な

る

が
室

町
時

代

の
様

式

を
備

べ
次

の
如

き
銘
文

あ

り
。

鼻
右

阿

開

梨

天
文

三
年
七

月

十

五

日

般

若

台

鐘
櫻

の
西
方

約

二
町

の
地

に
あ

る

一
岩
石

に
し

て
解

肌

上

人
建
久

五
年

に
六

角

堂

を

造

り
、料

迦
佛

を
安

置

し
ス

春

Ｈ
大

明
川

を
勘

請

せ
し
所

な

り

ご
云

ふ
。

此

寺

の
鐘

に
も
笠

置
山
般

若
台

ご
刻

さ
れ
貞

慶
筆

の
爾

勒

講

式
、地
蔵

講

式

何

れ

も
此
台

に
て
草

せ
ら

れ
た

る
事

各

そ

の
奥

書

に
あ

つ
。

口
　

寺
院

堂
塔

笠

置

寺

の
最

も
盛

な

る
時

に
は
本

堂
、護

靡

堂
．毘
沙
円

堂
．食

堂
．葉
師

堂
．和
荷

堂

千
手
堂
、等

の
佛

堂

あ

う
。

本

堂

は

ス

正
月

生

ご
も

云

ひ
、賞

忠

和

倫
本

願
建

立

な

う
。

今

輛

勒

石
像

の
前

に
あ

る
は
後

の
建

造

物

な

り
。

質

は
爾

勒

石

の
前

に
は
濃

堂

あ

う

て
元
久

二
年
之

が
建

立

に
は
源
頼
朝

奉

加

し

て
砂

金

を
賜

へ
う
。

仁

王
堂

は

′
〓

　

ヽ

　

　

ノ
カ
疑

“
　
´

・
　

さヽ

ミ

ボ

■
ぃ
、

ガヽ

４

ヽ

　

日



麓
。
一
の
木

戸

日

の
邊

に
あ

り
。

院

ざ
し

て
は
爾
勒

院
，知

足
院
、多

聞
院
、誕
生

院
、成
就

院
、櫻

院

等

あ

う
。

叉

信
房

ご
し

て
は
オ

本
坊
、賓
蔵

坊
。上
房
、中

坊
、下
坊
等

あ

り
。

然

る
に
元

弘

の
乱

に
よ

う

て
堂
合
、佛
閣

悉

く
焼
排

は

れ

た

る
が
付

に
千

手
堂
，六

角

堂
、大

湯

屋

の
み
残

れ

り
。

現

在

は

正
月
生

の
他

に
毘
沙
門

堂
，如

意
輪

堂
、庚

中
堂
、大

師

堂
．大
蔵

常
、撃

吉

尼

天
堂

あ

り
。

而

し

て
扇
議

院

の
み
塔

頭

の
唯

一
ご
し

て
今
遺

り
、笠

置
寺

寺
務

所

ご
な

れ

り
、既

に
亡

び
た

る
堂

坊

も
字

に
そ

の
名

を
選

し

て
大
機

そ

の
位

置
を
知

る
を
得

る
な

り
。

共

他

此

の
山
中

に

は
束

扇
寺
．安

楽

寺
、長

徳

寺
等

あ

り
き
。

ハ
　

笠

置
寺

鐘
（岡
版

一
二

ノ

一
）

笠

置
寺
寺
務

所

の
向

ひ
て
右
前

に
鐘
棋

あ

り
、此

に
掲

ぐ

る
梵

鈍

は
和
鏡

に
し

て
銅

製
組
高

四
尺

五
寸

日
径

二
尺

二
寸
、縁

の
厚

さ

一
寸
八
分

あ

り
、此

の
鐘

に
於

て
特

異

ざ
す

る
所

は

下
縁

に
駒

の
爪

が
な
く
。六

ヶ
所

の
切

れ
込

み

あ

り
て
六
業

に
擬
し
共

業

鐘

ど
も
云

ふ

べ
に
。

六
業
鐘

の
質

例

は
他

に
、奈
良

市
東

大

寺
大
勘

進
所

及

び
山

Ｈ
縣

佐

波

郡

阿
爾

陀

寺

に
あ

り

で
何

れ

も
建

久

年
間

の
鋳

造
な

り
。
　
さ
て

こ
の
切

れ
込

み
各
葉

の
底

面

に
次

の
如

き
陰
刻

の
銘
文

あ

り
。

（梵

字

十

四
宇
）

阿

護

迦
．吠
疇
泄

彙

靡

訂
諜
達

靡

尼

鉢

（梵

宇
十

四
字
）

郷

府

計

囀

羅
鉢

羅
鉢

羅
囀

里
多

耶
―

諦

行
無

常

　

　

是

上

滅

法

生

減

々
巳
　

　

寂

滅

篤

楽

笠

置
山
般

若

■

笠
趾
山
の
奥
蹟
及
名
勝

五
五

″



笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

新

錯

華

鐘
　

　

定

根
梵
響

朝

令

衆

生
　

　

稜
菩

提

心

建

久
七

年
廟

八
月

十

五

日
　

大

和
街
　
南

元
阿
蒲

陀
佛

大

和
術
南

無

阿
爾

陀

佛

さ
は
俊

乗

坊
重

源

の
事

に
し

て
、貞

慶

Ｅ
同

じ
頃

に
出

て
東

大

寺
中

興

の
名

借

な

り
ｏ

此
鐘

は

も

ご
般

若

台
院

に
あ

り
し

ご
云
は

れ
、そ

の
鋳

造

に

つ
き
て
は
次

の
如

き
樽
説

あ

ｂ
。

山

州
名
跡

誌

の

文

を
掲

ぐ

る
に

此
鐘

ハ
常

寺

ノ
中

興
解

脱

上
人

一
日
静

坐

ノ
前

二
冥

官

ノ
招
請
使
木

ン
ソ
、上
人

不
能
辞
、應

命
、共

到

″

二
及

／
デ
冥

使

ノ
云

ク
師

暫

ク
閉

ロ

ス

ペ

ン
ト
、印

チ
閉

目

ｉ
須
奥

二
活
羅

城

二
到

ン
ソ
「請

ト
イ

フ

ハ
師

フ

ン
フ

法

曾

ノ
導

師

ト
ナ

サ

ン
ト
、然

シ
フ
會

絡

″

二
及

ン
デ
王
自

ラ
種

々

ノ
珍
施

フ
引

ク
、師
辞

シ
フ
不
受
。

中

ニ

一
個

ノ
閣

浮
檀

金

ア
リ
．共

手

ヲ
携

阪

″
ｏ

然
後

彼

金

フ
交

フ
所
鋳

造

ノ
鐘

ナ

リ
．

ビ
あ

う

て
之

は
貞

慶

の
事

に
就

き

て

の
樽

な

る
が
貞

慶

は
生
前

閣
魔
官

に
行

き
し

て

ふ
有

名

な

る
説

話

よ

う

樽
化

し

た

る
な

り
。

事
責

は
銘
文

に
あ

る
が
如

く
大

和
省
南

無

阿
蒲
陀

佛
、印

ち
重

源

の
本

願

な

う
、明
治

四
十

二
年

四
月

五

日
付

に
て
此
鐘

は
國

費

乙
種

に
指
定

さ
れ

た

う
。

一一
　

文

書
記
録

類

笠

置

寺
縁

起

此

は
級

本

に
し

て
其

の
奥

書

Ｌ
天
文
七

年
賊

卯
月

十

日
書
富
モ

あ

り

て
、そ

の
書
風

よ

う
見

て

も
室
町
時

代

末
期

の
書

篤

に
し

て
其

の
初

に
所

調
笠

置

寺
縁

起

な

る
も

の
漢
文
證

に
て
載

せ
次

に
は
年

代
順

箇

條
書

に
し



ヽ

て
元

弘

の
飢

ま

で
を
漢

文

或

は
和
文

を
変

へ
て
記

し
元

弘
鶴

は
頗

る
詳

し
く

か
き
太

不
記

増

鏡

に
類

似

せ

―，、

之

を

要
す

る

に
三
段

の
内

容

を
有

し
後

の

二
段

は
前

一
段

に
後

世
附
加

し
た

る
も

の
な
ら

ん
。

情

勘

請

式

　

地
蔵

講

式

笠

置

■

の
中

典
解

脱

上
人

の
選

筆

ご
し

て
紙

本
墨

書

の
爾

助
講
式
及

地
蔵

講

式
各

一
な

あ

り

て
、既

に
明
治

四
十

年

五
月

十
七

日

に
回

賓

乙
和

に
指
定

さ
れ
た

う
。

蒲

動

講
式

の
奥

書

次

の
如

し
。

建

久

七
年

二
月

十

日
於

笠

置
山

般

若

壺

草
之

依

丼
山

仰

也

願
以

此
功

徳

必
仕
慈

奪
夫

沙
門
貞

慶

笠

置
山

は
既

に
述

べ
た

る
が
如

く
爾

勘
佛

の

一
通

場

な
れ
ば
此
俳

を
念
す

る
爾
勒

講

な

る
も

の
行

は
れ
貞

慶

之

に
就

さ

て
共

の
法
式
、表
白
等

を
草

し

た

る
も
の

な

り
。

以

て
此

の
功

徳

を
以

て
慈

奪
印

ち

爾
勒
佛

に
仕

へ
ん
事

を
願

ひ
た

り
。

地
蔵

講

式

の
奥

書

次

の
如

し
、

建

久
七

年

二
月

十
七

日

於

笠

置

般

若

台
草
之

依

小
川
原

之

仰

願
以
此

笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



五
八

笠
置
山
の
上
蹟
及
名
勝

功

徳

本

資

邁
臭

沙
門

貞

慶

笠

置
寺

に
は
地
蔵

佛

も
安

置

さ
れ
し

も
の

ゝ
如

し
。

さ
れ
ぎ
共

の
古

き
も

の
今

に
樽

は

ら

ず
ｏ

貞

慶

は

さ

き

に
爾

勒

講

式

を
草

し

た

る
が
同

月

ま

た
地
裁

講

式

を
草

し
た

る
な

り
。

奥

書

の
中

に
小

田

原
之

仰

ご
あ

る

が
此

は
和

楽

郡

常

足
村

の
小
田

原

寺

に
し

て
此

地

の
字

名

亦

小
田
原

な

ｂ
ｂ

小
田
原

寺

は
後

拾
遺

往
生

記
，元

亨

科
書
等

に
記

載

あ

り
。

な
ほ

此
講

式

を
戒

す

る
箱

は
漆

塗

に
し
て
藤

堂
高

睦

の
寄

附
し
た

る
も

の
な

り
。

そ

の
蓋

は
縦

二
尺

四
寸
、

横

三
寸

三
分

に
し

て
そ

の
表

の
綸

は
鶴

亀

を

配

し

た

る
も

の
な

り
。

箱

書

次

の
如

し
。

寄

附

山

州

和

楽

郡
鹿

鷺

山

笠

置

寺

資

永
元

年
歳

次
郷

瑯

林

鈍

上
弦

徒

四
位

下

伊
賀
侍

徒

藤
常

大

學

頭

藤
原

高

睦ホ
　

石
　

　

塔

笠

置
山

石
佛

の
存

す

る
邊

り

に
は

五
輸

塔
．賓

筐
院

塔

或

は
■

塔
等

の
石
塔

を
見

る
。

其

の
中

の
或

も

の
は



|‐ .

| ｀

原

位

置

を
換

全
或

は
構

造

組
合

を
憂

し
或

は
生

の
礎

石
等

に
川

ひ
ら

れ
た

る
あ

り
、此
等

の
中
、古

き
は
鎌
倉

時

代

に
用

し
、主
町

時

代

以
降

に
及

ぶ
。

三
元
應

元

年
賓

筐
院

塔

輛

勒

石

の
前
、二
月

生

の
側

に
あ

―＞ｂ

絶
高

約
六

尺

な

る
が
此

が
組
合

は
全

部
初

の
も

の
な

る
や

は
疑

は

じ

き

も
台

は
原

の
も

の

に
し

て
高

さ

一
尺

五
分
、幅

一
尺

八

寸
七
分

あ

り
て
、容

易

に
例
讃

し
難

き

が
次

の
如

き
銘

文

あ

り
。

元
懸
元
年
紀

七

月

十

五

Ｈ

大

願
主

□
□

元
鳳

元

年

ご
云

へ
ば
後

醍

醐

天

皇

御
帥

位

の
年

に
常

り
、此

の
年

の
四
月

十
八

日

に
改
元

さ
れ
た

―＞
。

三
十

二
重

石
塔
（同
版

一
三

ノ

一
）

薬

師

石

の
前

方

に
あ

り

て
鎌
倉

時

代

の
様

式

に
し

て
最

下
居

の
四
面

に
俳

を
刻

し
、そ

の
手

法
確

佳

な

り
。

之

は
解

脱

上

人

母
儀

の
た

め
に
建

て
ら

れ
し

ご
云

は

れ
、ス
元

弘

役
職

死
者

の
供
養

の
舛

な

り

ご

も
云

は

る
。

〓
貞

慶

の
菓
一岡

版

一
三

ノ

三
ヽ

笠

置

■

よ

う
束
方

漢

を

隔

て

ゝ
Ｉ
町

の
電
、字
東

山

の
山

林
中

に
俗

に
上

人
菓

ざ
云
は

ろ

ヽ
肩
塔

あ

り
。

此

虎

に
は

五
輪

石
塔

四
基

和

並

び
此
中

最

も
、手
前

の

も

の
、帥

ち

最

西

の
も

の
を
貞

慶

の
菓

な

り

ご
云

ふ
。

石
塔

は
様

式

上

鎌
倉

時

代

の
も
の

ご
し

て
差
支

な
き

も

の
な

り
。

■
務

所

の
前

に
貞

麗

菓

へ
の
ｆｆ

標

あ

り

て
此

は

薔
絆
山
の
た
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九

′

L



一澪

・

笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ュハ
○

勿

論
徳

川

時
代
中

期

若

し
く

は
末

期

の
も

の
な

る
が
次

の
如

く

刻

せ

う
。

（梵

字
）
　

徒

是

東

有
解

脱
之

廟

へ
笠

置
山

城

笠

置

寺

の
縁
起

に
曰
く

彼

笠

置

の
城

‘
申

は
山

高

く

し

て
谷

ふ
か
し
。つ

ぃ
ら

お
り

な

る
道

を

廻

て

登

る
事

二
十
八

町
、岩

を
切

て
堀

せ
し
石

を
た

ゝ
み

て
塀

ご
せ

う
。

叉

曰
く

彼

笠

置
山

は

日
本
第

一
の
城
廓

也
。高

山

峨

々
ご
省

て
、峯

は
雲

に
か
く

れ
深
谷

峻

々
ご
沈

て
麓

は
霧

に
籠

れ

う
。

道

路

狭

く

し

て
巖

の
腹

を

つ
た

ふ
。

た

か

く

登

る
事
成

陽
官

の
構

を

な
す
。

笠

置
山

は
元

弘
鶴

に
は
天
険

を
利

用

し

て
山

城

Ｅ
成

り
，日
本
無

雙

の
城

郭

ざ
ま

で
云

は

れ
た

う
。

勿

論
臨

時

的

の
も

の

に
し

て
後

世

見

る
が
如

き
獨

立

し
た

る

一
城

郭

に
て
は
あ

ら

ぎ

う
し

な

う
。

鎌
倉

時
代

よ

う
南

北
朝

時

代

に
互

う

て
寺
院

の
城

郭

ご

な
う
し

も

の
少

か
ら

す
。

高

雄
紳

護

寺
比
叡

山

延
暦

寺
、河
内

観

心
寺
、或

は
高

野
山

金
剛

峯

寺

の
如

き

も

の
あ

り
、笠

置
寺

も
共

の

一
例

ざ
見

る

べ
く

笠

置
山

の
形
勝

の
地

な
り
し
事
、寺

坊

も
和

常
多

く
数

多

の
住

信

あ

う

し
事
、名

信

の
頼

む

べ
き
も

の
あ

り
し
事

等

に
於

て
後

醍
醐

天
皇

も

一
時

此

山

に
擦

り
給

ひ
し

ご
舞
察
す

る
な

う
。

さ
て
笠

世
山

城

の
本
九

は
彊

勒

石

の
上

の
方
、西
北

の
隅

に
し

て

二

の
九

こ

の
間

に
は
溝

を

設
け
甚

だ
狭

く
、

且

小
規

模

の
も

の
な

り
。

此
慮

に
上

生

本
堂

あ

り
て
内

裏

ご
せ

ら
れ
た

う
。

今

此

地

三
百

餘

坪

を
官

有

地

ご



―

¨

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ、

定

め
て
行

在
所

砒

ご
し

て
保
存

さ

る
。

木
汁
川

に
臨

み

て
高

嗜

二
十

五
尺

幅

二
十

尺

の
自

然

石

の
石
標

を
建

て
そ

の
面

に

二
品
彰

仁

親

王

の
書

に
よ

り
て

一
字

の
大

き

さ
四
尺

五
寸

の
大

字
を

以

て
行
宙

遺

ナ‐‐‥
こ
刻

せ
う
。

⌒岡
版
第

一

一
）

寺
坊

は
府

士

の
屯

螢

ざ
し
或

は
通

路
続
門

等

を

つ
く

う
、寺
域

の
周
囲

に
は

棚
を
続

ら

し
た

る
も

の
な

る

べ

し
、今

不
佛

の
あ

る
あ

た

り
邁

路

の
石
面

に
抗

柱

を

う

が
ち

し
孔
遺

れ

り
、
一
の
城
円

は
麓

ょ

う
敷

町

上

り
た

る

所

に
し

て
仁

王
門

性

の
少

し
く

下
方

に
常

り
、足
助

次
郎

が
遠
矢

を
射

た

り

し
所

は
そ

の
坂
本

に
あ

り

ご
云

ふ
。

な
ほ

寺

に
は
笠

置
山

元

弘
鶴

の
陣
誉

配
置

の
古

戦

場

の
古

地
同

あ

り
、而

し

て
此

に
は
次

の
如

き
筆

あ

う
。

笠

置
山

之

城

元

弘
職

全

同

丼

四
方

手

配
堅

固

岡

元

弘
元

絆

九
月

築

之

慮

永
十

四
年
間

二
月

十
六

日
蓋

康

暦

二
賊

年

八
月

二
＝
書

納

常

寺
賓

庫

若

也

笠

置
寺
公

文

信
龍
敷

院

　

式

部
卿

貞
繁

　

在
例

（別
筆
）

南

山

隊
長

吉

田

木

工
源
重

義
蔵

笠
置
山
の
奥
蹟
及
名
勝
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此

配
置

岡

の
内
容

は
或
程
度

迄
、共

の
具

を
認

む

べ
き

も
餘

り

に
大

規
模

複
雑

を
極

め
た

り
、さ
れ
ぎ
全
然

拾

つ

べ
き

も

の
に
あ

ら
す
。

此

地
日

も

ご
湊
河

紳

祀

に
あ

り

し
を
官

し

た

り

ざ
雖

も
、恐
ら
く

椿
井

家

に
於

て
製

作

せ
ら

れ

し
俗

古

国

に
類

す

べ
き
も

の
な

り
。

か

ゝ
る
も

の
は
徳

川

時

代
軍

學

の
教
材

ざ
し

て
用

ひ
ら

れ
た

る
事

多

し
。

五
、　
結

語

笠

置

山

は
賞

に
王
朝

時

代
以
来

の
佛

蹟

に
し

て
解

脱

上

人

の
偉

業

を
樽

へ
爾

勒

奪

像

以

下

の
石
俳

在

し

て

我

が
佛

教

史

上

の

一
霊
域

な

る
ご
同

時

に
我

が
回

美

術

史

上

の

一
参

考

地

な

う
。

殊

に
北

條

氏

討
・伐

を

御
企

給

ひ
し
後

醍
醐

天
皇

の
臨
幸

せ
ら

れ

て

一
時

行

在

所

と
な

り
て
以
木

は
所

謂
我

が
市

北
朝

時

代

に
於

け

る

一

史
蹟

ご
し

て
我
國

民

の
永

く
忠

る

べ
か

ら
ぎ

る
の
所

な

う
。

さ
な

き
だ

に
笠

置
山

は
怪

石
重

曇

し
且
又
共

の
木

石

の
奇
量

は
木
津

川

の
清

流

ざ
和
侯

ち

て
賃

に
近
畿

に

於

け

る
名

勝

の
地

に
し

て
古

水
此

地

に
遊

ぶ
若

妙

か

ら
ず
、近
時

登
山

者
著

し
く
増
加

し

た

る
篤

め
、自
然

之

に

應

す

る
各

種

の
設
備

を

計
劃
す

る
の
勢

ご
な

り
、共

の
結

果

動

も
す

れ
ば

此

の
名
山

の
風

致

を

害
す

る
の
虞

を

生

せ

り
。

か
く

て
は
史

蹟

名
勝

の
保
存

上
支

障

を
生

す

る
も

の

に
し
て
笠

置
村
常

局

に
於

て
は
之

が
当
策

に

腐

心

し
ロ

ド
京

都
府

に
於

て
は
史
蹟

名

勝

天
然

記

念
物

保
存

法
第

一
條

に
依

う
史
蹟

及

名

勝

に
指
定

せ
ら

れ

ん

こ
ど
を

中
請
中

な

り
。
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